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要 旨

　本 稿 は ク オ リ テ ィ カ ル テ 評価 ・診 断 シ ス テ厶 （D の 続報 で

あ る。デザ イ ナ
ー

や 技 術 者 な ど の 作 り手 ．経 営 者 や 営 業 者 な ど

の 送 り手．そ して エ ン ドユ
ーザー

の 受 け 手の 3 つ の ユ
ーザーグ

ル ープ間 に 存 在す る と考 え られ る デ ザ イン 評 価 の ズ レ を明 らか

に す る ため に，さま ざま な製 品の 評価が 行 え る デザ イ ン評価 指

標 を構築 し，評価 調査 を行 っ た。デザ イ ン 評価指 標 は，デザ イ

ン賞の 審査講評 か らデ ザ イ ン を評 価する上 で 重 要 と考 え られ る

事項 を抽 出 し，こ れ ら を整 理 ，編集 し平 易 な短 い 文章で 表現 さ

れ る指標 をプ 囗 トタイ プ と して 成 立 させ た。そ の 後，数 回 の 実

験 を実施 す る こ とに よ り，デザイン 評価 指標 と して 構 築 した。

　そ し て，構築 した デ ザ イ ン評価指標 を用 い て 評 価調 査 を行 い，
ユ ーザーグ ル

ープ間 に 存在 す るデ ザ イ ン評価 の ズ レ を確 か める

こ とが で きた。評価の ズ レは，作 り手 を中心 に頻 繁 にみ られ て

お リ，評価の ズ レ を認識 し，要因 を考察する こ と が 製品 開発 に

有効 に 役立 つ 可 能性 が ある こ とを示 唆 す るこ とが で きた。

Summary

　Design 　evaluation 　indices　 applicable 　to　 a　 range 　of

products　were 　created 　and 　trialed　in　order 　to　identify

evaluation 　gaps　assumed 　to　exist　between　the　following

three　user 　groups；designers，　providers　and 　 end 　 users ．

Design　evaluation 　indices　were 　created 　through 　a

process　of　eliciting　items　considered 　to　be　important　in

evaluation 　for　design　awards ，　organizing 　these 　items

Iogically　and 　editing　them 　into　prototypical　short ，　simple

phrases．　These 　were 　then　revised 　through　various 　pi「ot

studies 　and 　polished　to　form　the 幵nal 　design　evaluation

indices．

　 The　design　evaluation 　indices　were 　used 　in　eva ［uation

studjes 　to　show 　the　existence 　of　gaps 　in　design

evaluation 　between 　the　 user 　groups ．　 Evaluation　gaps
were 　frequently　apParent ，　particularly　among 　designers，

and 　we 　suggest 　that　further　examination 　of 　the　causes 　of

the　gaps　could 　be　beneficial　fQr　product　develepment．

1，研 究の 背景 と 目 的

　ユ ーザーが 製 品 を購 入 し よ うとす る 際の 状況 が，大 き く変化

し て い る。こ こ で ，ユ ーザーとは 使 用 者 の こ とで あ り，本論

で は 物 を使 用 す る 人 の こ と を 指す 。日本 は，1950 年代 頃 か ら

197D 年 に か けて 戦 後 の 高度 経 済成長 を経験 し て い る。生活 に，
工 業製品 を は じめ とす る 生 活 に 関 わ る製 品群 が 充 足 して い ない

こ の 時代 は，市場 に 新 しい 製品 が 投入 され れ ば，ユ
ー

ザ
ー

の 購

買活動 を活 発 に し た。こ れは
， 製 品 の 存在 自体 に 非 常に 価値が

あ っ た た め で あ る。し か しその 後，1970 年代 か ら 1990 年頃 に

か けて，人 々 の 生 活 は 物 質的 に 充 足 し豊か に な った。し た が っ

て ，1991 年 の バ ブ ル 経 済 崩壊 後 は，メ
ー

カ
ー企 業 は，よ り良

い 便利 な生 活 を送 る こ とを 月的 と し，付加価 値 の ある製 品の 開

発 を続 けて い る。

　現 在で は，製 品 開発 を行 う際 に は ， さま ざま な市場 調 査 が行

わ れ，そ の 結果 を もと に デザ イナ
ー

や 技術者 は趣 向 を凝 らした

製 品 を開発 して い る。しか しな が ら，開発 した製品 が ヒ ッ ト製

品 にな る こ とは稀 で あ り，困難 な状況 下 で の 製 品開発 が行 われ

て い る。こ れ は 時 代背景 と と もに，ユ
ーザー

の 製 品 に 対 して の

価 値基準 が大 き く変化 して きて い る こ とが，要 因の ひ と っ と し

て 考 え られ る．そ し て ，こ こ 数年 の 情 報量 の 膨大 化 が，ユ
ーザー

の 製品 に 対 して の 価値基 準 の 変化に ，多大な影 響 を与 え て い る

こ と も，ま た ひ とつ の 要 因 と し て あ げ られ る （注 1 ）。

　 物質的 な充 足 を得 られな か っ た時代 に は，情 報媒 体が 限 られ

て お り，個 人 が 入 手 で き る情 報量 も限 られ て い た。ユ ーザー
に

と っ て は，製 品 の 存在 自体 が 大 き な 価値 とな っ た。しか し製 品

が 豊富 に あ ふ れ る現在 は，情 報媒 体 も多様化 し，個 人 が 能動的

に さま ざま な 情報 を 入 手 す る こ とが で き る。あ らゆ る 手段 を

使 っ て 入 手 した情 報 を，各個 人 が 自分な りに 解釈 し，ユ
ー

ザー

の 1 人 と し て ，さま ざま な価 値基 準 を形成す る。さ ら に，購 買

活 動 を活 発 に 行 うユ
ーザーが，製 品 の 存在 自体 に 価値 が あ る と

さ れ て い た 時 代 を，過 ご し て い ない 年 齢層 に 移 行 し て き て い る。

す なわ ち，生 まれ た とき か ら物 質 的 に 充 足 した 生 活 を 送 っ て い

る こ と が，製 品 に 対 して の 価 値基 準 を 形咸す る 上 で 大 き な影響

を 与 え て い る と考 え られ る。

　 こ の よ うに，ユ ーザーの 価 値 基 準 が 多 様 化 して い る 時 代 に お

い て筆 者 ら は，も の づ く りを 行 う際 に ，人 々 の 価 値 基準 の 差 を
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図 1　 ユ ーザーの 概念

活 用す る こ とが出 来 るの で はない か と考 えた。つ ま り，価 値基

準 の 差 を事 前 に 把 握す る こ とが で きれ ば ，デザイナ
ー

や 製 品開

発 に携わ る 人 々 は，こ れ を 見越 した上 で の デ ザイ ン 及 び そ の 他

開発 物 に 関 わる 戦 略 を立 案す る こ とがで き る。こ こで 本論 に お

け るデ ザ イ ン とは，開発 物 を 介 して ，人 々 に価 値 の 提 供が 行 k．
る手 段 と定義 す る （注 2 ）。

　 本稿 は，ク オ リテ ィ カ ル テ 評 価
・
診 断 シ ス テ ム （1 ） の 続 報

で あ り，前報 で 示 し た とお り，本
一

連 の 研 究 目的 は ，デ ザイ ン

評価 の ズ レ を 開 発 に 活 か す シ ス テ ム を 構 築す る こ と で あ る。そ

して，本 稿の 目的 は ，価 馗基 準 の 差 を デ ザイ ン 評価 の ズ レ （以 下，

ズ レ ） と し て と らえ，ズ レ を確 か め る こ と の で き る デザ イ ン 評

価 指標 （以 下，指標 ） の 構 築 を 行 うこ とで あ る。そ し て，こ の

指 標 を 用 い た 評 価 調 査 を行 い ，ズ レ を 明 らか に す る こ との 有 用

性 を示 す こ とで ある。

2．研 究の 方法

　 ユ ーザーとは ，さま ざま な人 々 の 集 合 体で あ る。そ こ で ，製

品 を 中 心 と して 考 え た 場 合 に，製 品 との 関係 か ら ユ ーザ
ー

は 大

き く 3 つ の ユ ーザーグル ープ に 大別す る こ とが 出来 る、製 品 を

作 り 出す立 場 の デザ イ ナーや技 術者 な どの 作 り手，．製 品を 流 通

させ るか ど うか の 判 断 を 行 う経営者や使 用者へ届 け る販 売者や

営 業者 な どの 送 り手，そ して 購 入 す る か ど うか を決 断 し使 用 す

る消 費者や顧 客 な どの 主 にエ ン ドユ
ー

ザ
ー

か ら構成 され るの 受

け手で あ る （図 1）。

　 こ の 3 つ の ユ
ーザーグル ー．プが，製 品 に対 して 行 う評価 の 違

い を明確 に す る。

2．1デザイ ン 評価 指標の 成 り立 ち

　筆者 らは，主に 人 間 同 士 が意 思 疎通 を行 う手 段 とし て 使用 す

る 「言語 」 に 注 目 した （注 3 ）。人 間は 「言 語 」 を 獲得 し て い

る こ と に よ り過 去 か らの 技術や世 界観，儀 式 な ど文化 的 な蓄積

を 受け 入 れ る こ とが 可 能 に な っ て い る。

　 デ ザイ ン 評 価 に は，世 界各 国 で 実施 され て い る デザイ ン 賞表

彰 制 度 が あ る。こ れ は 「言語 亅を 用 い た デ ザイ ン 評 価 とい え る。

デ ザ イ ン 賞表 彰制 度 に お け る デ ザイ ン 評価 とは，安全 性や 耐久

性 ，機能 性 と い っ た 物質 的 な品 質 を評価 す る認 定制度 とは異 な

る。そ の 目的 は ，文 化や 社会 的 な 視点か らモ ノ の 価値を 評 価 し，

広 く人 々 に 知 ら しめ る こ とで ．人 々 の 生 活 を 物 心 両 面 か ら豊 か

に す る，とい っ た役 割 を担 っ て い る。これ は，デザ イ ン 賞 の 受

賞 と い う形 で 社会 に 公 表 され て お り．大 半 に お い て デ ザイ ン 賞

の 選 定 に 関 わ る審査 員 が受 賞 作品 に対 す る審 査 講評 を執 筆 して

い る．そ して こ れ ら は，公 式書籍や 公 式 ウ ェ ブ サ イ トな どを利

用 し，広 く公 表 され て い る。
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表 1 評価 フ ァ ク ターリス ト
．　ヨ　　　　　」　≡　　　　　　　　　　　　　　　　　胴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　’．

　　　　　　　 その 製品 蓄たはデ ザイン が．イノ ペ ー
　　　　　　　 テ ィブであること（曦存晶、競合商晶，そ
　　1革薪性
　　　　　　　 の繋界 や分 野の 慣例 にはな っ た新 しさ

　　　　　　　 があること）

・既成標愈を打ち破るようなデザイン

・今 まで にない 姿と磯 能 の組み 合わ せ

　　　　　　　 その製品またはデザインに、オリジナリ
　 　1 独創 性
　　　　　　　 テ ィがある こ とL

吟 までにない構 造や 造形

　　　　　モの製晶またはデザイン に．秀逸な着想
アイデ ィア
　 　　 　 　 やひ らめきが あること

・折り畳み のメカニ ズ厶 を発明してい る・
タ
ーゲッ ト層への珊 畷 が優れている

　

　

1　　
　
　
　
　　　　
2　　
　
　
　
　
　　　
2

冨　
　

　

　

　

　

　

　

　．广

　　　　　そ の 製品 の 性能や楼 能が優れ て い る こ

性能・機能
　　　　　と

・
革新 的な機能を取リ込 んでいる

・高い レベ ル の耐久性や費全性をか な
えて い る

瑠境負喬
の軽渡
　 　 　　 　 ている こ と

生産 ・流通 ・僅 用 ・廃 棄 ・再生 の過 罹を通

して、環境負荷を軽減す る配 購がなされ

・
背全禦材や、瓊境 に やさしい 塗斜などを使っ

て い る・
使用時 の エネ ル ギ

ー
；肖費量をおさえて いる

3 丁イ

ユ
ー

ザ ピリ 使いや すいこと．使 い心地 がよい
・
快適｝

　　 　 で あること

・
今 までの 菩痛か ら人を解 放する

・誰でも聞違えない で 使える

3
コ匚ルゴノミ

クス

人 聞 工学 的なデ
ー

タや配 慮が活 か され

て い る こ と

・身体に負担がかか らない 工夫がある・
身 体の 動きに沿 っ て動くメカ ニ ズム が

ある

3
メ ンテナン

ス

使用 開始後の 掃除・手 入れ ・保守管理

を、狸易に
・
経済的にするよう配 慮されて

いること

・電球の 交換が簡単・
掃 除が しやす い形状 や 表面 仕上 げ

　　　　　　
3

」p
　一「

アクセシブ

ル

より幅 広 い ユ
ー

ザ
ー．特にこれまで

一
般

的なものを利用しづらか っ た人にとって

の使 い や すさに配慮して い るこ と

・障害の ある子 どもが積 極的 に活動 す

ることを艾える

・男女の画方にアピールする魅力があ
る

4

一
その 他の

ユ ーザーメ

リツ ト

ユーザーの入手
・使用・活動・生活にメ

リットをもたらす こ と

・色々な家族構咸に対応できる・
心地農い 休験を提供し てくれる

4 素 材

素材の選択や 使用法が ，加 エ 方法・用
途・デザイン特性と合 っ てい る：と／ 素材

を良く理 解し．そのよさを引舂出すデ ザイ

ン で あるこ と

・素 材 の 選 択 に よって、圏 期 的 な 軽 量 化 を 奥

現・
自然紊材のよさを手が触れる部分に活かし

て い る　　　　　　　　　．一齟
’
　 4

瞎

　　　　．

生産 技術

内「「． 」．「 一．．」
加 工 方 法、エ ン ジニア リン グ 上 の 構 造、
接合方法．表面 仕上げなどの選択が適
切 であること／ 生産拉術をよく理解した

デ ザイ ン　　　　　　　　　　　　　　ー

　　　　　一 ．．
・伝毓的な手わざを活かして い る・
緬物 の褒面テク ス チ ャ を活 かした仕 上

げ

4 コ ス ト
生 産・琉通の 過程で の．コ ス ト削減に肥

慮して い るこ と

　　　．．．
・材料 の むだを無くしたり，部晶点数を
減らして ：】ス トをおさえ て い る

5 審養性
造形 や外 観が ．人の感性に 訴える飩粋

な 典しさを捧って いる こ と

・興術館に置かれるほどの完成度の高
い造 形

・洗 緯 され て い る，ス タイリッ シュである

　．5 意味性
‘

造形や外観などの 五 感特性が，象徴性
やアフォ

ーダンスなどの 意味内容を持 っ

ていること

　　　　　一一

・モ ノが置かれた空聞に独特の雰囲気
を与える・象徴性や 隠喩を含 んでいる

5 伝違性
造形や外 観などの 五感特 性 が、メッ セ

ー
ジやイメージを伝えて い るこ と

・
アイ＝ ン 化された造 形が ．使 い方 を直

感 的に伝える

・招きか けるような表情を持って い る

6 統 合性
二 律背反 になりが ちな要 素を．デザ イン

に よっ て矛盾無 く
一

体 化 さゼていること

・機能性と審奬性を両 立 Lている・聯門 蜜と
一

般入 の ニーズを両立 してい

る

「　　　　　　馳・
　　・ 毳

ヤレン γ

　　　　　　　　　一

困難な課題に積極的 に 取り組み．デザイ
ンによる解決を試み ていること

　．． ．．「 一．
・
雌 し い 規鯖を満たし ながら独創 的 デザ イ ン を

無・唯もが儒決出乗なか つ た課恩 に 取り組んで

いる

6 未来性
そのアイテム や粟界 の未 来 に離が る視

点や価値を提示しτい ること

・従来の 桑界標準レベル を大きく超えた・
素 来に つ ながる斬しいスタンダードを

生 み 出した

　ビジネス 貢
7
　献度

クライア ントなどの事薬 に対し、異体的な
買献 があ っ た こ と

・従朶員の遒 ぺ．一ション が上が った

・ビジ ュ ア ルアイテンティテ ィがプランド
を確 立した

1 ・ 霧
粟 的成

　　　　　　　　　　　　　．．　一． ．．
デザインが市場 で評価され ．亮上に つ な
がった こ と

　　　　　　　．一．．『一

・デザイ ン が牽引力 となって 陶晶が亮 れ

た・
デザ インが 商品 の主 要な魅 力を作 っ た

　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　」　「

　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

卜　　　　　　　　　　　　　　．

　デザ イン 管

7 及・
　瞥駐 敏育

　　　　　　．
デザ イン の社 会的 瞥及 や、啓 蒙・教 育上

の 効 県が あった 二 と

’デザインに対する意臓を変えた・デザ イン に つ いての 認臓を漫 透させ た

8 その 他 上記 項目に当て はまらないもの

　 し た が っ て，デザ イ ン の 評価 事項 が 豊 富 に記 され る指標 を構

築 す る た め に，デ ザ イ ン 賞の 審査 講 評 を 利 用 す る こ と に し た。

公 開 され た審 査 講評 に は，各賞 の 受 賞理 由や受 賞作 品 の 優れ て
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い た 点 な ど が 記 載 され て お り，こ れ が製 品 の 価 値 を判 断 す る際

の ，ひ とつ の 基 準に な っ て い る。デザイ ン 賞表 彰制 度に お い て

受賞 の 可否 を下 す審査 員 は，主 にデザ イナー，プ ロ デ ュ
ーサー，

大 学教 員，キ ュレ
ー

タ
ー

な どの 有 識者 で 構成 され て い る。筆者

らは こ の 審査員た ちが 執筆す る審査講評 には，一
般の 人 々 で は

表 現 しきれ ない ，デ ザ イ ン を評 価す る 際 に 重 要 とい え る 事 項

が ，的 確 に表現 され て い る と考 え て い る．前報 で も述べ た とお

り，わが 国 と欧 州 の デ ザイ ン 賞表 彰制度 を 調査 し た と こ ろ．各

デ ザイ ン 賞 で は 有識 者 がデ ザイ ン の 評価 を行 っ て お り，こ れは

1950 年 代 か ら 半世 紀 以 上 続 け られ て い る。そ し て，彼 らが 決

定す る 受 賞結果を．多くの 人 々 が 受け 入 れ て い る か ら こ そ ，現

在 もなお 各 賞 が存 続 し て い るも の と考 え られ る。した が っ て，

専門 的な 知 識 を 持 た な い 人 々 か らデザ イ ン の 評 価 視点 を 収集 す

る よ り も，効 果的 に 豊 富 な評価視点 収集が行 え る 手 段 で あ る と

考 え，デ ザ イ ン 評 価指 標構 築 の 源 とし て，デ ザイ ン 賞の 審査講

評 を使用 する こ と を決 め た。

　 指標 を構 築 す る た め の 審 査講 評 は，主 に 日本 の グソ ドデ ザイ

ン 賞か ら収 集 し た。グッ ドデ ザ イ ン 賞は，1957 年 に ス タ
ー

ト

した わ が 国唯
一

の 総 合的 デ ザ イ ン 評 価
・
推 奨 の 仕組 み で あ る。

2006 年 に 50 周 年 を 迎 え，選 出 され た グ ッ ドデ ザイ ン は 30，　OOO

件 に 上 る。（注 4 ）

　筆 者 らは ，過 去 10年 分 の グ ッ ドデザ イ ン 賞の 公 式 書 籍 か ら，

特別 賞以 上 を 受 賞 した 作 品 に 対 して の 審査 講評 を確認 した c そ

して，受 賞理 由 が 明 記 さ れ て い る 箇所 を 文 章 で 抽 出 し，2，699

の 文 章 を蓄積 し た。そ し て こ の 抽 出 文章 を，デ ザ イン 評 価セ ン

テ ン ス （以 下，セ ン テ ン ス ） と した。

　 2，699セ ン テ ンス を 指 標 と して 活 用 す る た め に，そ の 内容 に

応 じて 整 理 を行 な っ た。こ の 整理 作業 に は 評価 フ ァ ク タ ーリス

ト （表 1＞を用 い た 。評 価 フ ァ ク タ
ー

リ ス トは，2004 年度 に我 々

の 部 門 括動 （注 5 ） と して 実 施 した ，欧州 の デ ザイ ン 賞 表 彰 制

度 の 運 営体 制や 評価 基 準，審 査講 評 に っ い て の 調査 ・分 析 の 結

果 で あ る。デザ イ ン 賞 の 審査 講 評 を も と に 評 価 指 標 を 構 築 す る

上 で ，各デ ザ イ ン 賞 に よ っ て 審査講評 の 内容 に 偏 りが あ っ て は

い け な い た め，わ が 国 の グ ッ ドデ ザ イ ン 賞と世 界 の デ ザ イ ン 賞

の 代表 と し て 欧 州 の 各 デザイ ン 賞を と りあ げ，そ の 評価項 目や

目的，審査 の 方 法 な ど に お い て 大 きな違 い が 無 い こ とを確 か め

た．調 査 の 対象 と した デザ イ ン 賞に っ い て は前 報 に 示す と お り

で あ る。した が っ て ，審 査講 評 が 日本 の デ ザ イ ン 賞の もの か，
海 外の デザ イ ン 賞 の も の か に よ っ て 全 く 方 向 性 が 異 な る こ とは

無 い とい え る。そ こ で ，ま ず ，整 理 を 行 うた め の 評価 フ ァ ク ター

リ ス トを 欧 州 の 5 つ の デ ザ イ ン 賞 表彰 制度 （注 6 ） の 審査 講評

データ か ら作成 し た。欧州 の 5 つ の デザ イ ン 賞表 彰 制 度の 主 に

2004 年 の 受 賞 作 の 審 査 講 評 か ら，受 賞 理 由 と な っ た 評 価 が 明

記 され て い る箇 所 を 文 章で 抽 出 し た。そ し て 抽 出 文 章か ら，デ

ザ イ ン の 評価 を 行 う上 で 重要 と考 え られ る事 項 似 下，評価 フ ァ

ク タ
ー

） を 読み取 り，8 つ の 大 項 目と 22 の 小項 目か らな るキ
ー

ワ ードリス トと して 作成 し た。評 価フ ァ ク タ
ーの 読み 取 り は，

5 つ の デ ザイ ン 賞 表彰制 度 に掲 げ られ て い る審 査基 準 との 整合

を 図 りな が ら行 っ た。

　 セ ン テ ン ス の 整 理 に は こ の 評 価 フ ァ ク タ
ー

リス トの 22 の 小

項 目を活 用 し，デ
ー

タベ ース 上 で 整理 を行 っ た。作 業 は，セ ン

テ ン ス を評 価 フ ァ ク タ
ー

リス トの 22 の 小 項 目と 照合 し，セ ン

テ ン ス が記す 内 容 と合 致す る も の す べ て に，チ ェ ッ ク を行 っ た。
しか し，2，699 の セ ン テ ン ス を，22 の 小項 目の み で 整理 す る こ

とは 不可 能 だ っ た。した が っ て ，セ ン テ ン ス の 中 に 新た な評 価

フ ァ ク ターを 見出 した際 に は，データベ ー
ス 上 に 新た な項 目を

作成 し た、

　 こ の 整 理 作業に よ り，当初 22 の 小 項 目で 構成 され て い た 評

価 フ ァ ク タ
ー

リス トに は，新 た に 1eoの 項 目 が 追加 され ，122

項 目で 構成 され る評 価 フ ァ ク タ
ー

リス トが で きた e

　 当初 の 評 価 フ ァ ク タ
ー

リス トは ，簡 潔 に わ か りや す くす る た

め に，項 目 とな る評 価 フ ァ ク タ
ーをキ

ーワ ードで 抽 出 し，そ の

内 容 を補 足 的 に 記述 し て い た、しか し，具 体的 な製 品を 評 価す

る際 に ，入 が キ
ー

ワ
ー

ドの み で 評 価 を 行 う こ とは 稀 で あ る。文

化 ・祉 会的 な多 面 的 な視 点か ら評 価 を行 うデ ザ イ ン の 評価 は ，

製 品 の 社 会 的 な 背 景 を 考 え合 わ せ ，製 品 の 価値 を 読 取 り，製 品

化 され た物 に 対 し て ，総 合的 な判 断 を行 う行 為で あ る。し たが っ

て ，デ ザイ ン を 評価 す る指標 に は．評 価者 が 明確な 評価視 点 を

持 て る表 現 を用い る こ とが 望 ま しい 。以 上 の こ とか ら，キー
ワ
ー

ドに よ る表現 よ りも，的確 に 評価 視点 を伝 える こ との で き る短

い 文 章 に よ る 表 現 が，指標 に は 適 して い る と判断 した。し た が っ

て ，セ ン テ ン ス の 整 理 作業 中 に，新た な項 目 を追加 す る 際 に は，

評 価 フ ァ ク ターと捉 え られ る箇所 を，セ ン テ ン ス か ら短 い 文 章

で そ の ま ま抽 出 し，デー
タベ ー

ス 上 に 追 加 し た。

　 し た が っ て，2，699 あ っ た セ ン テ ン ス は，122 の 短 い 文 章 で

表 現 さ れ た状 態 に な っ た。しか し以 上 の 作業 は，筆 者 らが，セ

ン テ ン ス を 各個 人の 判 断 に よ っ て，整 理 した もの で あ る。した

が っ て ，セ ン テ ン ス が，内容 に応 じ て 的確 に整 理 され て い る か

を確 認 す る必 要 が あ っ た。KJ 法 を用 い ，5 − 2 人 に よる グル
ー

プ で 議 論を行い なが ら，各項 目名 と その 項 目に分類 され たセ ン

テ ン ス をひ とつ づ つ 確 認 した。そ して ，2，699 だ っ た セ ン テ ン

ス を，185の 短 い 文 章表 現 に よる項 目名 と して ま とめ，こ れ を

指標 の プ ロ トタイ プ （表 2＞ とした。
2．2 デザ イ ン 評価指標構築の た め の 検 証

　 指標 の プ ロ トタ イ プ は ，限 られ た人 々 同士 で確 認 し あ い 構 築

した 指標 で あ る。い わば，あ る程 度 の デ ザイ ン 知 識を 有 す る者

同 士 で しか 通 用 しな い 指標 とい え る。し たが っ て ，作 り手，送

り手，受 け手 を 被 験 者 とす る 調査 を行 うた め の 指 標 と して 確立
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表 2 指標の プ ロ トタイ プ （
一

部）

1−1 省スペース．空間を有効活用して い る

1−Z 設置 物 に よって．あ る 撮能 を もった空間が つ くられる

1−3．改め て その モ ノの あ り方 を 考 え 直 L てい る

14 既 存 襾 品 の 問 題 点 を 解 決 して い る

1−5 見 か け か ら高縁応 が 発 せ ら れτ い る

1−6 視覚的 に 魅力 を感じる‘造 形 か ら 発 せ ら れ る 魅 力 ！

1−7 モノの機能 1：魅力 を感じ る（便用 して 感 じ る魅 力）

1−8審美性
・
造形の優秀さを感じる〔ある程度晋遍的な奨 しさ・お し ゃれ 感・品 が あ る、造形 加

1−9 構遁が 明快で整理 されている iそのた め入厶 一ズ に 理 解 使 用 で きむ

1一冊 使用目的
・
使用実態や 襪能 に あって い る 造 形 に なって い る

1−11 日本らLさが舞慮されて いる〔日本独 自の考え方や 感覚を意醗 L、融 り入 れ た テ ザイ ン 及 び 表現 を 行って い る

1−1Z造 形 が興味
・
関心をモ で る〔短的好奇心琶そそるような造形，

1−13デザ イナ
ー

の 優蒡さを感 しる

1−14バラ ン スが 良い 〔造 形．価格、使い 勝手．糧能が バ ランスよく実硯されてい る〕

1−15 製品 に 魅力を匝し る〔遣 形 や適形から想像出来る槻能 に魅力を感 じる）

1−16 牲能 ・磯能 の よ さを視覚的に 表現 して い る

H7 素 材 や 肢術が ユニーク で ある

1一把 今まで に 無 い 商品 の 価 但 を作って い る

1一旧 そ の 商 晶 領 塚 の 斬基蕁を示 」 て い る

箏一20 今 ま で に 二 の 世 に 存 在 しな か っ龍 新製品だ

1−21 技断 や 懐能
・
機能 が 斬 しい

1翅 ・
渮想が 良い と 愿じる

1−Z3 造 形 がユニーク で あ る

1−24 ．素材 や 磯能の組 倉 せ にアイ デ 7 が あ る

1｛ 5 造潛 に 新 しさを感 じる

1−26 磯贍向上 に おい て の 層想が 良い と感 じる

1−2ア・適正な素材を擇用してい る

1一四素材 が 新 しい
t一四 蠢材特性をうまく活か して い る

1−30 素材 の 使 い 方や組合せが評価で きる

1−31 モ ノ づくりの プロセス において
一
貫したマネジ メン トが 行わ れ た こ とが 伺 え る

司一32 力入タマイズ 1好みや 条件に あ わ せて仕 榛 を 匿 え られ る：・
1−33 フ レ キシ ビリテ ィ1多検な使い方や使用条件 に 対 応 で き る ｝

1−34 時間 の 経過 に よる味わ い 蒼楽 Lめる

脚一聞 7 フ タ
ー
サ
ー
ビス などその 製晶思境に対」て信頼が おける

1−36使 用 時の 雀スベース 性を考えて おり唖 い 勝手がよい

1一訝 強 い 主 張 が 感 じら れる 〔造 形 的な主 張 が あった り．モノが 翹いを発 している 1

1−3a さりげない 主張董懇じるデザイン匸珮境問題 や UO など を 考盧 す る こ とは 当 然 の こ とと しモ ノづくり鬢 行って い る ｝

1−3曾 瞬時 に 納褥させられるモ ノがある

1−40 愉報擾供 して い る物がうまく機能 して い る

1−41エル ゴ ！≡クスを考虚 している匸人 問工学 的 配 慮 に よ る 身 体 負 荷 の 軽 減 ）

1一42 主 弧 しすぎていない
1司 3 操作性が向上 して い る

1−44 品質がい い

1r幅 網部まで 裨級が行き届 い て い る．モノの究成度 が 高 LV 洗練さ れ て い る

桝 5．製品 目 体 に 鱈轅がおける

1→ 7 怯能
・
機能が優秀で ある

1司 8 特定 の 騰能 に 特化して 」、る
1−49 よ け い な こ とをして い ない 懺 飾

．
付属品

・
付加磯能など：

・
1一開 安 全 性 が 考慮され て い る

1−51 性 能 ・機 能 か ら未 采 を 感 じる

1−52 ブ ラ ン ド匸企 業）才 リジナ リテ ィを懸じる

す るに は，多 くの 人 か ら指標 の プ ロ トタ イ プ へ の 意 見 を収 集す

る 必 要 が あ っ た。した が っ て ，構築 した プ ロ トタ イ プ指標 を用

い ，具体 的 な製 品 を対 象 と し た 実 験 を実 施 し，被験 者 か ら指 標

に 対 す る 回答 の 行 い に く さや 調 査 方法 に 対 し て の 感 想 を 抽出す

る こ と に し た。こ れ ら の 実験 は 指 標 と評価 方 法 の 検 証 の た め の

評 価 実験 （以 下，検証 評 価 実 験 とす る ） と位 置付 け，図 2 の 流

れ で 実施 した z ま ず ，図 2 に ある 検 証評 価実 験   で は，グ ッ ド

デ ザ イ ン 賞　200S の 審 査最 終 目 に，審査 会 場 に お い て ，金 賞候

補作品を調 べ ，そ の 後
一

般 に 公 開 され る グ ッ ドデザ イ ン プ レ ゼ

ン テ ーシ ョ ン 2005 の 会 場 に お い て ，筆者 ら研 究 メ ン バ ー5名 で，

プ ロ トタイ プ 指標 を用 い て 作 成 した調 査紙 に 回 答 を 行 い な が ら

実 験 を 実 施 した。本 検 証評 価 実 験 で 使 用 し た 調 査紙 で は，185

の プ ロ トタ イ プ 指標 全て に 対 し て ，各 自が 対象 に 対 して 必 要 な

評 価 項 目 で あ る か ど うか を 判 断 し，必 要 と 判 断 し た も の に つ い

て の み，回 答 を 行 うこ と と し た。回 答 は ，1− 5 点ま で の い ず

れ か に 丸 を つ け る か た ちで 行 い ，ブ ラ ス 評価 に あて は k ら ない

とい う揚 合 に は ，あ らか じめ 用 意 して あ る チ ェ ソ ク ボ ッ ク ス に

印 を付 け る こ と に し た．図 3 に 回 答欄 を示 す。

　 実 験後，具 体 的 に プ ロ トタ イ プ指標 を 用い て 評価 を実 施 して
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構築 した 指標の プロ トタイプを用いた検証評価実験の流れ

図 2　検証評価実験 の流 れ

修 正 すべ き と考 え る 内容 に つ い て ，5 名 で 議 論 した 結 果 を 表 3

の よ うに 整理 した、プ ロ トタ イ プ 指 標 と評 価方 法 に 関 し て ，検

証評 価 実 験   にお い て 課 題 と捉 え られ た事 項 の うち，検証 評 価

実験   に 着 手 す る 前 に ，特 に 早急 な 改 善 が 必 要 と判 断 した指標

内容 の 明確 化 と回答方 法 の 2点 にっ い て 改善 を加 え るこ と と し

た。検 証評 価実験   で は ，一一般 ユ ーザーを 被 験者 と した 実験 を

実施 予 定 だ っ た め，内容 解 釈 が 行 え る 状態 に して お か な けれ

ば，一
般 ユ

ーザー
か ら の 的確 な 意 見 抽 出 が 難 し くな る と感 じた

た め で あ る。し たが っ て ．指 標 内 容 の 明確 化の た め に 「1指 標

内 に 複数 の 内容 が含 ま れ て い る も の を 1 指 標 1 内容 と なる よ う

整 理 す る 1 「尋 ね る 内容 を明 確 に す る 」 の 2 点 に 配慮 し な が ら

プ ロ トタイ ブ 指標 の 修 正 を 実施 し た。修正 パ タ
ーン は 3 つ の タ

イプ に 分 け る こ と が 出 来 た。1 つ 目は，意 味 内容 の 似 て い る 数

個の 指標が統 合 し 1 つ の 指 標 とそ の 指標 か ら派生 す るい くつ か

の 指標 とい っ た関係 を もつ 複数の 指標 に 分 か れ る タ イプ ，2 つ

目は，意味内容の 等 しい 数 個の 指 標 が統 合 しひ とっ の 指標 とな

る タ イ プu そ し て 3 つ 目は，内容 が 曖昧 に な っ て い る 1 っ の 指

標 が複数 の 指 標 に 分 か れ る タ イ プで あ る．図 4 に 3 つ の パ ター

ン に っ い て 事例 を挙 げて 紹 介す る．

　 ま た，回 答方 法 につ い て は ，回答 者に 回 答 の 要
・
不 要 を判 断

させ る 欄 を 削除 し，判断 が出 来な い 場 合 と マ イナ ス の 評 価 しか

行 え ない 場 合 の チ ェ ッ ク欄 を設 け た 〔図 5）。以 上 の 修 正 を踏

ふ ま え，検 証評 価 実験   を実 施す る こ とに した。検証 評価 実 験

  で は，実験 ご とに 修 正 した全指 標 か ら，ま っ た く評 価す る 対

象物 にそ ぐわな い と考 え られ る指 標 の み を除 き，で き る だ け 多

くの 指標 を用 い て 実 験 を行 っ た。検 証評価 実験   の 各概 要 は 表

4 に 示 す。

　 検証 評 価 実験  
一1 ， 

一2 で は，実 際 に評 価す る対 象 を使

用 し ．調査 紙 に 回 答 す る よ う指示 した。 
一3 で は，調 査紙 に

掲載 し た 写真 の み で 判 断 し，  一4 で は，試 作サ ン プ ル を 実際

に 確認 して 回 答す る よ うに 指示 した。い ずれ の 実験 に お い て も，

調査 紙 に 対 象物 の サイ ズ ，素材，メ
ー

カ
…，価格 （価 格設 定 の

無 い もの を除 く） を掲載 し，被験 者 に こ れ ら の 情 報 を 確認 す る

よ う指 示 した．また，調 査紙 の 最後 に，指 標 や 評 価 方法 に 関 し

て 気づ い た点 を 自由記述 欄 に 記 入 す る よ う伝 え た、そ して ，実
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□
°”eT 省 ス ペース．空間を有効活用 している

ロ
L

厂
’　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　 ｝

匚耄≡薩 塹藪コ　　　　　　　　　1点
一5点以外

図 3 検 証評価 実験   で 使用 した回 答欄

表 3 検 証 評 価 奥験   で 得 られ た課題

1　　　　　　’t　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5

− 一 一

1点
一5点評勧

己．　 ぞ告
r一

う　　　．　
1．
　　　 ．∫ゴf　≡．：三

対象物の どこをどう評価して ほ しい の か が 明確 にな っ ておらず、評 価者
にとっ て如何様に も受け取 れるあい まいなニ ュ ア ンス の文章が含まれ

てい る。
各

プ

例え ば…
Q 対象物の ことか 対象物のジ ャンル まで 含め た こ とか 不明確 にな っ て

口
いる

ト
O 内 容 が抽 象的、あいまいす ぎて 明確 に 回答で きない

タ 指標に よっ て は対象物に 対しての ある程度の 専門知臓を必要 とするも

イ の が ある。一方 で 、一般 の 人 でも容易 に答 えられる指標 もあり、それ ら

プ が 混在 してい るた め 評価者が 次々 と頭を切リ替えてい か なけれ ばなら

指 ず詳価者に非常 に負担 がかかる

標

に 幅広い 製品を対象として　ロ トタイ　指標 は作られているため、対象物

関
によっ て 必要な携標とそうで ない 指標とが異なる

す

る

内

容
対象物 にとっ て必須となるだろう指標と必須で はないがあっ て もよい 指
標があ り、指標 として の 重要 性に差 が 生じて い る

対象物との 限られた 情報・接触による評価と、実際 にある程 度の 使用を

行 っ て か らの 評価で ぱ 回答に 差が 生 じそうで ある．また 、評価 会場での

対象物 との 限 られた接触だ けで は回答で きない 指標 が ある。

評 各 自 が、回 答 する指標を選 択す る際の 、明 確な 判断基準を持ち合わせ

価 てい ないた め 、評価者 に指標を選択させ るの は 止 めた 方 が よい

方

法
に

関 1点〜5点 の 5段階評価が 難しく、各 自の 中で軸がぶれる。指標が 多く
す 内 容も多岐に渡 っ てい るため、一人 がひ とつ の 場所で

一
度 に全指標 に

る 対 し安定評価を与え ることは非 常に困難 である。
内

容

対 象の 中に は製作側 の 話を聞かなければわからない ような対象 物の

特激 や情報がある。しかし、製作側の 話を聞きすぎると純粋 な評価が

出 来な くなる可 能 性 もあるた め 、同 一の 惰報を回 答者に 知 らせ る必要
が ある 。

験 
．− 1の デ ザ イ ナ

ー
被験者及 び  

一2 ， 
一3 の

一
部 の 被 験

者 には，調査 紙への 回 答 終 了直 後 に，自由記 述欄 に 記 入 され た

内 容 に即 した ヒ ア リン グ も行 い ，問題 点の 抽 出を実施 した。検

証 評価実験  に よ り得 られ た課 題 を表 5 に整理 した。
こ の 結 果か ら，さらに 指 標 内容 の 明確 化 を し なけれ ばい け ない

こ とが わ か る、そ して ，検証評 価 実験  と  か ら，評 価 の 状 況

と対象 に 応 じて ，的 確な指標 を選 定 し，調 査 を 実施す る 必 要 が

あ る こ とが わか っ た。し たが っ て，再度 前述 の ル
ー

ル に 則 り，
図 4 の よ うな指標内 容 の 修正 を実施 し た．そ し て ，指 標 内容 の

修 正 後，調 査 に 応 じて ，指標 を選 定 す る た め の 目安 を 作 る た め

に，修正 した 各指標 を 以 下 の 7 点 に した が っ て ，吟 味す る こ と

に した。

1 ．実 際の 使 用 体験 も し くは使 用 イ メ
ージ の 必 要 性 の 有 無

2 ，時 間経過 後 の 対象 物 の イ メ
ー

ジ の 必 要性 の 有 無

3 ，対象 物 の 何 処 に対 す る 評 価か

　 3 − 1 ．対 象 物 の カ テ ゴ リ に っ い て か

　 3 − 2 ．商品 要素 1 （ハ
ー

ド面 ） につ い て か

　 3 − 3 ．商品 要 素 2 〔ソ フ ト面 ） につ い て か

4 ，評価 の 内容 は何 か

　 4 − L 評 価 内 容 の 補語 （ど こ ，何 時 誰 な ど） の 有 無 と 明

　　　　　 確 化

意味 内容 の似 ている数 鱈 の指標が 統食 し1っ の指標とその指標か ら派生するい く
つ か の指 標 とい っ た関 係をもつ 複数の 指標に分かれるタイプ

意味 内容 の 等 しい数個 の 指螺 が競 舎 しひ とつ の 指標 となるタイプ

L塑

匳

「
．
22t，　 今まで の常議

・
価値観を愛えさせられる

曜 屡 　 在り方
・
価破観を変えるユニ ークさ

　　　　　　韈 、
これ ま でη類似製品に対 しての自分の経験上の常飯

・
硲値観を驚える

一 内容が 曖 昧 になっ て い る 1つ の指 標 が複数の 指 標に 分か れるタイブ

r 侈正賦 i　　 o21．jt 特定 の ユーザーへの 配慮がある〔商粟的顧客階の 絞込 み
’・

…修 正後

　　　　．麟 ．
特 定の世 代 や 志 囘 を 持つユーザ

ー
を ターゲットに した 商 品 で あ 引 と、思う〕

高齢者や 嘩害 、疾 恵の ある 人 への 配 慮 が あ る

図 4　指標 修 正 パ タ
ー

ン

省ス ペー麟 有糊 して い る

合尊

1　　　　 　　 2　　 　　　　 3　　　　 　　 4　　　　 　　 5

一

　 　 　 　 　 　 　 　 判 断不可能 　 　 マ イナス評価 　 　　 　 1点一5点評価

図 5　検証鮃価 実験   で 使用 した 回答欄

　4 − 2 ．評価内容の 核 とな る 内容 は 何 か

1 と 2 につ い て は，指標 内容 に 対 して の 有 無 をチ ェッ ク し，あ

る も の に は 明 記 した。3 − 1 か ら 3 − 3 に っ い て は，1 指標 ご

とに ど こ の 部 分 を評 価 して い る の か が わ か る よ う具 体化 した。
4 − 1 か ら 4 − 2 に つ い て は，補語 とな る もの が ある 場 合，そ

れ らを具 体的 に 表記 し，核 と な る 内 容 が 何 で あ る か を明 らか に

し た。吟 味例 を表 6 に 示 す。この 作業 に よっ て ，使用 イ メ
ージ

や時間経 過後 の イ メ
ー

ジ の 必 要性 の 有 無が 明確 化 し，対象 物 の

ど こ を，ど うい っ た 内容で 評 価すべ きか が 明確 に な っ た。そ し

て ，全 て の 指標 に 必 ず，評 価 対 象 と な る 製 品 の評 価箇所 とそ れ

に 対す る 評価 内容 が あ る こ とが わ か っ た ため，こ の 2 軸 を用 い

て 指 標 を 整 理 す る t と に し た。こ こ で ，評 価内容 の 軸 を，内容

に 応 じ て ．い くつ か に 分 類 す る必 要 が あ っ た。した が っ て ，グ ッ

ドデ ザ イ ン 賞 の 審 査 基 準に 記載 され て い る グッ ドデ ザイ ン に 求

め られ る 基本 要 件 と ノ
ー

ス カ ロ ラ イ ナ 州立 大 学 デ ザイ ン 学 部デ

ザ イ ン セ ン タ
ーが 1997 年 に 作 成 した ユ ニ バ ー

サ ル デザ イ ン の

7原 則 （バ
ー

ジ ョ ン 2 ＞ を参 考 に 分類 を行 うこ と に した、こ れ

は ，評価 指標 の 抽 出 源 が，グ ッ ドデ ザ イ ン 賞の 審査講 評 で あ る

こ とと，ユ ニ バ ーサル デ ザイ ン の 7原則 は，世 界的 に 広 く認知

され て い る こ と を根 拠 とす る 。目 本 に お い て も，近 年 で は メ ー

カ
ー

企 業 や 行政 に おい て ，ユ ニ バ ー
サ ル デ ザ イ ン を掲 げ た 製 品

開発 や ま ちづ く りな ど が 行 われ ，一
般 の 人 々 に 広 く訴 え か け て

い る 事 例 が 多 い た め で あ る （注 7 ）．し た が っ て，一般 の 人 々

に も浸透 し つ っ あ る ユ ニ バ ー
サ ル デザ イ ン の 概 念 を参 考 に す る

こ とで ，構築後 の 指 標 を よ り多 くの 人 々 に 紹 介す る 際 に ，理 解
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表 4 検 証鮃価実験  の 概要 表 5 検 証 評価 実験   で 得 られ た 課 題

1 2 7」　↑
．τ
　　
．「．．

起　　』　　ー　　　　モ　、．，　デ≡旨

評価する対鎮 祖岡県産粛デザ イ ン 賞受貫作贔 で ある椅子 5点 屋 外 用 ペン チ 11烹
各

デザィラ
ー

略
プ 指標内容がわか りにくいもの がある

評価瘤 と人敵 畏霞企巣職員 8名 一
盤往来者338 名

口

福岡県産梁デザイン賞シン ポ ジ ウ 厶 来場暫 100名 ト

デサイナ
ー

及び 受賞企薬職員 274 指糎 タ 指標内で使用 されて い る言葉が 難しくわかりにくい
チ エツク指纏

シ ンポジウム 来場看 87指樶
71指標

イ
ア 　ィナ

ー8名を集め、5つの 　　対象製品を観　した上 試験 的 に　作 し た 屋 外用 ベ ン チ 1i点を、　 岡市　　区 プ
で，274 指標全 て に 回答するよう指示，回答後が抛標や■

査方遥につ いてヒアリン グ。
野島地匿の商店街エリアに設置 し．各 ベ ンテ を便 用した上

で、71指櫻 で 構成される訓査紙に 回害するよう往采者に 指
指 い くつ か 内容の 似て

．
い る指標が ある

承した，各ベ ン チ 匸3名一42名 の デ
ー

タを集 め た 。回 答綾 標
愛賞メーカー企婁3社 に 対し274指標 で 構成され る闡査紙を は、圏査紙の最後に指擁や調査方 法などに関して 自由に に
郵透．各 自社製贔に つ い て 274指標に回箸するよう指示23
社中 2社か ら回 笞があり3製晶 に 対 し て の デ

ー
タを得た。回

記述するように 梧 示 した。
関 何時の 時点で の 判断か がわか らない

隅 査 糠要
箸後は．，査紙の最後に指標 や訓査方法などに闢して 自 す

由 に 記述するように 拑示した． る

福岡県産業デザイン 賞シン ポジウム金 場に5 つ の評価対象
内 英語 表現 に 問題 がある

製品を贋示し、来噛蓍に 1製品について87指標で構成され
容

る調査紙に 回箸するよう指示 した が って．隈 贔につ き20

名のデ
ー
タを得た．回箸後 は．艘査厭 の 最後 に指樫や哢査

方法などに 関 して 自由に記述 するように指示した． 評

価

1−5点への回 答が行いにくい。「思う」
一「思 わない 」の 方が 答えやすい

検匿評価獲願 ．3 証評価奚験 
．
弔

方
評価する対蝕 デザ イ ナ

ー
ズテ エア 田 脚 リサ イ ク ル タ イ ル 2点 法 写 真の みで 判断す るに は限界 がある

欧州寉住 の 7 　イン．　　 に　　る　　 　52名
に

騨価看と人数
日本在住のデザイン に闃わる庸 粟者 10名

設計者 5略 関

す
対象が 変わるたびに同 じ指標を再度　まな けれ 1 ならないの が面倒 で

時間 がかか る

チ エッ ク指標 49拑標 93 指標
る

内
フ ラ ン ス 〔「0名 ｝．ドイ ツ 1戸　 ），イ　 リス 〔岶名｝，ア ン マーク

19名》、イタリア〔1Z名 ｝、目本 〔10名》の六力四において ．葦
　　毆計及びインテリァ設計など職 粟上　イルの避　を行

う可能性 の高い眼計者 13D 名に対して 、93指標 で 構成され
容 指標 数が 多い

者 ら が 遡 定 し た 椅 刊 3脚 の 写 真 を 見 せ ．49抽 標 で 構 成 され る調査紙 と 試作サンプ ル 2点を郵送し、55名 からの 回答を得

る囮壷紙に回答するよう指示した，そして 囹笞後は．調 i 級 た，回笞 の 際 に は ．鯛査紙 に 問 封 した試作サ ン プル をよ（

の最後に 指標や謫釜方濫などに闘して自由に記述するよう 観察した上で回答を行うよう指 示した。また回笹襲は．調査

調葦梶要 に抛示した。昏圉現地協力者 を介して チザイン や建蚤 に 関 紙 の 最後 に 櫓樶や 齣査 方法などに関し て 自由に 記述する ，
わる職 巣 に 従亭する人に回箸依頼を行った。回収した于

一
ように指示したg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

タ 「ま而述 の とおりで ．回答後は 、廓査紙を郵送もし（は F似 i
によっ て回収した。欧 朔 5力国で使 用した隅査艇は英語版

で ある。

表 6 指 標の 分 解例 （一部） 表 7　デザ イ ン 評価 指 標 マ トリ ッ クス
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が 得 られ や す くな る こ とを想 定 した もの で あ る。

　そ して，表 7 の よ うな状態 に指標 群は，整理 す る こ と が で き

た。マ ト リ ッ ク ス の マ ス 目に 記 入 され て い る 数字 は ，指標 の 数

で あ る。プ ロ トタ イ プ 指標 か ら，修 正 を．繰 返 し加 え た こ と に よ

り．指標 数 が 増 加 し，最終 的 に 指標 数 は 476 とな っ て い る。

検証 評価実 験 か ら 調 査 で 全 て の 指標 を使 用す る必 要 が 無 い こ と

は，明 ら か で あ る。した が っ て，評 価 の 対 象物や 評価 の 状況 に

応 じ て ，ま ず マ ト リ ッ ク ス の 各 軸 か ら，評価 す る Eで 必 要 と考

え られ る評 価 内容 と評 価 箇所 を 決 定 し ，そ の マ ス 目に あ る指 標

の 内 容 を 確 認 し た 上 で ，具 体 的 に 調 査 時 に 使 用 す る 指標 と して

相 応 し い もの を数 人 の 話 し 合 で 決 定す る 方 法 を と る こ とに し

た、そ して ，設 問 指 標 と し て決 定 した 指 標 の 言 葉使 い な ど を 毎

回 調整す る こ とに よ っ て，わか りやす い 調 査紙 作 りが行 え る と

考え た。言葉使 い の 調整 と は，具 体的に は，操 作 を伴 うよ うな

電 化製 品な ど にお い て は
「使 い 心 地」 と 記 載す る も の を，椅子

に お い て は 「座 り心 地 」 に 変更す る とい っ た 対 応 で あ る。し た

が っ て ，多 くの 指 標群 の 中か ら，マ トリ ッ クス 項 目に よ り
．一

定

の 評価指 標群 を選 び，そ れ らの 内容 を数入 で 確 認 し ，話 し 合 い

に よ り 指標 を 決 定 す る．そ して 調 査 に 応 じて 毎 回 調 整 を行 うこ

とで ，オ リジ ナ ル の 調 査 紙 を 作成 す る こ とが 可能 とな っ た．こ

の 指標 群 を ク オ リテ ィ カ ル テ と呼称 す る こ と と し た。ま た，回

答 の 方 法 に っ い て は ，検 証 評 価 実 験   に お い て，多 くの 人 か ら，
「

思 う一思 わな い 」 の 方 が 回 答 が 行 い や す い と の 意 見が あ っ た

た め，「思 う
一

思 わ な い 」 の 4 段 階 強 制 選 択 尺 度 を 用 い る こ と
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驤 6　騨 郷 靉 象 と した 鱗畢 鶉 脚

に した。そ し て ，受 け 手 に 属す る
一

部 の エ ン ドユ
ー

ザ
ー

か ら は

判 断 が 難 しい 場 合 が あ る た め 「わ か ら な い 」 が あ っ た ほ う が 正

確 に 自分 の 気 持 ちを回 答 で き る との 指摘 が あ っ たた め，「わか

ら な い 」 を 加 え た 5 択 の 選 択 肢 を設 け る こ と に した 。こ の 検 証

評 価 実験 で は，定性 的 な意 見 を 集 め，これ らの 意 見 を 参 考 に修

正 を加 え，さ らに 検 証 実験 をす る とい っ た行 為 を繰 り返 し た。

　最 終 的 に は ク オ リテ ィ カル テ を 非 常 に 多 くの 人 に 確認 させ 検

証 す る こ とがで き，よ り多 くの 人 が理 解で き る 指標 と調 査紙 を

作 るた め の 方 法 を構 築 で きた。

3，ク オ リテ ィ カ ル テ を用 い たデ ザイ ン 評価 調査

　 構 築 した ク オ リテ ィ カ ル テ を用 い て ，具 体的 な 製 品 を 対象 に

作 り手
・送 り手

・受 け手 に属 す る 人 々 に 対 し て，デ ザ イ ン 評 価

調 査 （以
．
下，調査 ）を 実 施 し た。こ れ ま で に 評価 し た 対象 は ，「椅

子 」 「モ ニ タ
ー付 ドア ホ ン 」 「テ レ ビ 」 「洗 濯機 」 「醤油 注 し」 「ロ

ボ ッ ト」 な ど，多岐 に 及 ん で い る。本稿 で は 調 査 の 一例 と して，
「椅 子 」 の 評価 結果 を 取 上 げ る th

3．1　 評 価調 査 の 方 法に つ い て

　評価 対象 は 任 意 に 選 出 した 10 脚 の 特 徴あ る椅子 （以 下，対象 ）

（図 6 ） と し，評 価 者 は 分 野 を 問 わ ず デ ザ イ ン を 職業 とす る 人々

と，家 具 メーカ ーな ど に勤 め る 家 具 の 営業 や販売 に携 わ る 人 々 ，

家 具 （椅 子 ）の 使用 経験 が ある
一

般 消 費者 と した。調 査 会 場 内

に 5 脚ず っ の 対 象 を 向 か い 合 わ せ ，等 間隔 に 並 べ ，各対 象 の 製

表 8　調査 に 使用 し た 40 指標

品名 ，価 格，デ ザイ ナ
ー

名，メ
ー

カー名，素材 を パ ネ ル 化 し，

評価 者 が確認 で きる よ う，各対象の 横に 掲示 した、そ して，評

価者 には調査 紙 に 回答 す る 際，対 象 に 触 っ た り，座 っ た り し て

よ く観察 し，回答す るよ う指示 した。また，制限 時 間は 設 けず，
や む を え ない 場合 を除 き，す べ て の 指 標 に 回 答 を終え る ま で 調

査 を続 けた。

　調査 は．筆者 ら が 「椅 子」 を評価 す る際 に，重 要 と考 え られ

る 事 項 を マ ト リ ッ ク ス か ら選 定 し ，該 当す る 複数 の 指標 の 中

か ら，設 定 し た 40 指標 で 構成 され る ク オ リテ ィカ ル テ に よ り，
実施 し た。そ の 内 容 は ，審美 性 に 関わ る 指 標 が 8 ，長 期使 用 に
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表 9　一
元配 置 分 散分 析 （Tukey　HSD に よ る多重比 較） の 結果有意なズ レが み られ た結 果
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関 わ る指 標 が 4 ，適 応 性 に 関 わ る 指標 が 4 ，新 規性 に 関 わ る 指

標 が 5 ，経済 性 に 関わ る指標 が 1 ，安 心 ・安全 に 関わ る指 標 が

7 ，親 し み に 関す る指標 が 6 ，使 用者への 配慮 に 関わ る指 標 が

2 ，評 価 対 象 の イ メ
ー

ジ に 関 わ る 指標 が 3 で あ る （表 8 ）。調

査 に 用 い た 指 標 に 対 して の 回 答 は，「思 う」
「や や思 う」 「あま

り思 わ ない 」 「思 わ な い 」 の 4 段 階 の 強 制選 択 尺 度 を 用 い ，評

価 者 の 気 持 ち に 最 も近 い 箇所 に，チ ェッ ク を つ け させ た．そ し

て，評 価者が
‘
宿 分 に は 内容 を判 断で きない

”
と し た 場合 に は ，

「わか ら ない 1 の 選 択 肢 に ，指 標 の 内 容 が 理 解 で き な い 場 合 に

は，回答 欄 を 空 欄 とす る よ う指示 し た。（注 8 ）

3．2 評価 調査 の 結 果

　 調 査 に よ り得 られ た デ
ー

タ は，合計 91 名 で，そ の 内訳 は，

作 り手 25名，送 り 手 9 名，受 け 手 57 名で あ る。収 集 し た評 価

データは ， 便宜 上 「思 う」 を 4 ，「や や 思 う」 を 3 ，「あ ま り思

わ ない 」 を 2 ，「思 わ な い 1 を 1 と し，「わ か ら ない 」 と空 欄に

つ い て は ，欠損値 と し て 取 り扱 っ た。一一
元 配 置の 分散 分析 を行

い ，その 後 の 多重 比較 （Tukey 　 HSD を利 用 し た 多重 比 較 〉を行 っ

て ，作 り手 ・送 り手 ・受 け手 の い ず れ の ユ
ーザーグル

ープ 問 に，

差 が ある の か を確 か めた。（注 9 ）

　 統計的 に 有 意な 差 が み られ た 指標 と，各 ユ
…ザーグル

ープ の

平 均値，標準 偏差，F 値，有意 水準，多 重比較 の 結 果 を表 9 に

示 す。

　 分 析 の 結果，調査 を 実施 した 10 脚の 対 象 の うち 9 脚 で，作

り手
・送 り手

・受 け手 の い ずれ か の ユ
ーザーグル ープ 間 におい

て ，統 計 的 に 有 意 とみ られ る ズ レ が み られ た。9 脚 の 対 象 は，

そ れ ぞ れ 1 指標 か ら，最 も 多い もの で 7 指標 にお い て ズ レ がみ

られ た。多 重 比 較 の 結果 か ら各 指標 に つ い て ，1 も し くは 2 の

ズ レ が あ る こ と を確か め た。

　 ズ レ が み られ た 9 脚の 対 象の うち，Y チ ェ ア は，最 も多 くの

7 指 標 で ズ レ が み られ た。各指標 で 1 つ の ズ レ が み られ ，1 つ

の ズ レ が 作 り手 と送 り手 の 間，6 っ の ズ レ が 作 り 手 と受 け手 の

間 に み られ た もの だ っ た、そ し て ，作 り手 と 受 け手 の 問 に み ら

れ た 6 つ の ズ レ の うち，5 つ の ズ レ が，作 り手 が受 け 手 よ り も

有 意 に 高 い 評 価 を 行 っ て い た e 基本 的 に，作 り手 の 評価 が 送 り

手 や 受 け手 に比 べ 高 い と い え 70，、こ の 結 果 は，本対 象 の 特 性 に

よ る と こ ろ が 大 き い の で は な い か と 考 え ら れ る 。Y チ こ匚ア は，

1950 年 に ハ ン ス ・J ・
ウ．T ’グ ナ ー

（1914−2007） （以 下，ウ ェ

グナ
ー

） に よ っ て デ ザ イ ン され た椅子 で あ り，機械 化 に よる大

量 生 産 で コ ス トダ ウ ン を は か りつ つ も，質 の 高 さ を追 求 した と

い わ れ て い る。ま た，ウ ェ グナ ーの 椅 子 は，座 っ た と きに そ の

価値 が わ か る と言 わ れ て お り，さ らに メ ン テ ナ ン ス の 点 にお い

て も配 慮 が され て お り，使 い 込 む ほ どに 独 特 な味 わ い が 出 る製

品 で あ る と言 われ て い る （注 ID）。20 世紀 の 北 欧デ ザイ ン 界 に

多 く の 影響 を与 えた とい われ る ウ ェ グナ
ー

及 び そ の 作 品 に 関 す
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る知識 を，作 り手が 有 して い る可 能性 は 非 常に 高 く，ズ レ が 見

られ た 指 標 内容も，前述 の 内容 に 関係 して い る 内容が 多い こ と

か ら，こ れ らの 知識 が 作 り手 の 評 価が 高 く な る要 因 とな っ た の

で は な い か と考 え られ る。

　次 に Erols1 に 5 指標 で ，統 計 的 に 有意 と い え る ズ レ が み ら

れ た。Erols1 も ま た ，各 指 標 で 1 つ の ズ レ が み ら れ ，2 つ の

ズ レ が 作 り手 と受 け 手 の 間，3 つ の ズ レ が 作 り 手 と送 り手 の

間 に み られ た。そ して ，5 つ の ズ レ す べ て が，作 り手 が 送 り手

も し く は 受 け 手 よ り も 有意 に 高い 評 価 を 行 っ て い た。次 に La

Mal・ie に は，3 指標 で 4 つ の ズ レ がみ られ，2 っ の ズ レ が作 り

手 と送 り手 の 間，2 つ の ズ レ が 作 り手 と受 け手 の 間 に み られ た。

した が っ て，4 つ の ズ レ す べ て に 作 り手 が 関 わ っ て い る。この

2 脚 の 椅子 は ，フ ィ リッ プ ・ス タル ク （1949−） （注 11＞ に よ っ

て デザ イ ン され た も の で あ り，彼 は 現在世 界 的 に 活 躍す る デザ

イナ ーの 一人 で あ る。こ の こ と は，作 り手 に は 広 く認 識 され て

い る可 能性 が 高い が ，受 け手 に は あま り認 識 され て い な い の で

は な い か と考え られ る。した が っ て，これ らの 製品 に あ る 背景

が，作 り手 が 高い 評 価 を行 うと い っ た ズ レ を導い た要 因 と し て

考 え る こ とが で き る，、また，こ れ ら 2 脚 の 椅 子 には，「メーカー

や販 売 店の イ メ
ー

ジ か ら信 頼感 を感 じ る 」 「メ
ー

カ
ー

や 販 売店

の イ メ
ージ か ら使 い 心地 が よ さそ うだ と感 じ る」 の 2 指標 に共

通 の 評 価 の ズ レ が 見 られ て い る n こ れ は，こ の 2 脚 が イ タ リア

の 家具 メ
ーカー

で あ る カ ル テ ル 社 （注 12） の 製品 で あ る こ と

が 影 響 して い る と考 え られ，こ れ も また，カ ル テ ル 社 に対 し て

の 認識 が あ る か ど うか が，作 り手 が 高い 評価 を実施 した こ と に

影響 を与 えて い る と考 え られ る。

　 次 に OLIOに は，3指 標 で 3 つ の ズ レ が み られ，2 つ の ズ レ

が作 り手 と受 け手 の 間，1 つ の ズ レ が 作 り手 と送 り手 の 聞 に み

られ た。こ れ もま た，3 つ の ズ レ すべ て に，作 り手 が関 わ っ て

い る。こ の 製品 は．1993 年 度に グ ッ ドデ ザ イ ン 賞金 賞 を受 賞

して お り，座 ・背 面 素材 に は 100％再 生紙 を 用い て い る。こ の

結果 も，こ れ ら の 製 品 に まつ わ る 知識 に 関 し て の 差 が，こ の 評

価結 果に 影響 を及 ぼ し て い る と考 え ら れ る。

　 次 に GO に は ，2 指 標 で 3 つ の ズ レ が み られ，1 つ の ズ レ が

作 り手 と送 り手 の 問，2 つ の ズ レ が 送 り手 と受 け手 の 間 に み ら

れ た。こ れ は，3 つ の ズ レ す べ て に 送 り手 が 関 わ っ て い る。次

に M 巳da　 Chair に は ，2 指標 で 3 っ の ズ レ が み られ ，2 つ の ズ

レ が 作 り手 と送 り手 の 間，1 つ の ズ レ が 送 り手 と受 け手 の 間に

み られ た．．こ れ もま た ，3 つ の ズ レ す べ て に 送 り手 が 関 わ っ て

い る。こ の 2 製 品 は，10 脚 の 評 価 対 象 製品 の う ち，1 番 目 と

3番 目 に 高価 な製 品 と なっ て い る。ゆ え に，こ の 外 国製 の 2 製

品 は 高価 で ，な か な か 販売 に 結 び っ きに くい 製 品 と して 捉 え ら

れた 可能 性 が あ る。した が っ て，高 級感 の 項 目以 外 に つ い て は，
基本 的 に 送 り手 の 評 価 が 低 か っ た の で は な い か と 考 え ら れ る 。

以 上 の こ とか ら，評 価 の ズ レ が見 られ た 指標 に っ い て は ，送 り

手 が他 とは 異 な る評 価視 点 を 持 っ て い る とい うこ と が で き．そ

の 要 因 を探 る こ と で，作 り手 は 新た な 開発 に ヒ ン トを 得 る こ と

が 出来 る か も しれ ない とい える n

　 次 に SPAGHETTI に は，1 指標 で 2 つ の ズ レ が み られ，1 つ の

ズ レ が，作 り手 と 受 け手 の 間，1 つ の ズ レ が 送 り手 と受 け 手 の

間 に み られ た 。最後 に PUNTQ と Muh 　i　 Chairに は，1 指標 で 1

つ の ズ レ が み られ，どち らも作 り手 と 送 り手 の 間 に み られた。

　 今 回 の 調 査 で は 総 数 で 29 の ズ レ が み られ て お り ，作 り手 と

送 り手 間 の ズ レ が 12，作 り手 と 受 け 手 間 の ズ レ が 13，送 り手

と受 け手 間 の ズ レ が 4 だ っ た。し た が っ て ，ズ レ に 作 り手 が 関

わ る ケ
ー

ス が 多 か っ た とい う こ とが で き る．作 り手 が 関 わ っ た

ズ レ の 数 は 25 あ る。さら に，作 り手 が 関 わ る 25 の ズ レ の う ち，
22 の ズ レ に お い て 作 り 手 が 送 り手 も し くは 受 け手 よ り も，高

い 評 価を 行 っ て い る。こ れ は ，も の づ く りに 携わ る 作 り手 と，

その 他の 役割 を担 う送 り手 や受 け手 の 間 に は，同 じ対象 を同 じ

指 標 で評 価 して い る に も関 わ らず，評価 結果 が 異 な る可能性 が

非 常 に 高い こ と を 示 して い る と い え る。し た が っ て 今回の 結果

か らは，作 り手 の 評価 は，送 り手や 受 け手 の 評 価 と頻繁 に異 な

る 傾 向 が あ ると い え る。

3．3結 果 の 考察

　 調 査の 結 果 にズ レ がみ られ る こ とか ら，作 り手 が送 り手や 受

け 手 と異なっ た 認識を 持 ち，評 価を 行っ て い る こ とが 推 測 で き

る。そ して，こ れ には ，製 品 に 対 して の 知識 の 差 が影 響 して い

る とい え，製品 自体 を純粋 に評 価 す るの で は な く，作 り手 が製

品背景 を含め た評価 を して い る こ とが ，原 因 の ひ とっ と し て 考

え られ る、基本 的 に，作 り手 は送 り手や 受け手 に 比べ ，もの づ

く りやデ ザイ ン 分野 に 関わ る 知識 が 豊 富 で あ る。た とえ、作 り

手 同 士 の 専門分野 が 異 な っ て い て も，デザ イ ン 教育 と し て ，デ

ザ イ ン 史 を学 ん で い る 可 能性 は 高 く，送 り手 や受 け手 で は，通

常学ば な い 知識 を共 通知 識 と し て 持 っ て い る可 能 性 は 高 い とい

え る。ま た，何 か を 作 り出す と い う行 為 を 日常 的に 行 な っ て い

る こ と が，作 り手 同士 に 共 通 の 認 識 を 生 み 出 して い る 可 能 性 も

あ る。今回 の 調 査 デ
ー

タ の み で は断定 出来 な い が，知 識・経 験・

情報 量 の 差 な どが ，作 り手 と送 り手 や 受 け 手 との 間 に ズ レ が 生

じ る要 因の ひ とつ に な っ て い る と仮定 す る こ とは で き る。っ ま

り，
尸
デ ザイ ン 行 為は 価 値 の 提 供 を行い ，人 々 の 生 活 を 豊 か に

す る た め の も の で あ る 」 た め，価 値 を 提 供 す る 立 場 の 作 り手 と

価 値 を媒 体 す る 送 り手 や 価値 を需 要す る受 け手 との 間 に 評 価 の

ズ レ が 存在 す る こ とは ，決 して 悪 い こ とで は な く．む し ろ 自然

な こ と だ とい え る。

　 筆 者 らは，ズ レ が 見 られた 指 標 に 対 し て ，ズ レ が み られ な く

な る よ うに マ ッ チ ン グ させ る こ とが ，ク オ リテ ィ カ ル テ 評 価 ・

診断 シ ス テ ム の 解決 策 に な る とは 考 え て い な い 。作 り手 が，豊
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富 な 知 識 や 経験 を 有す る こ と は，重 要 な こ とで あ り，価 値 を 提

供 す る こ との で き る も の づ く り を行 うた め に は 必 要 不 可 欠 な こ

とだ とい え る。重 要 な こ とは ，ズ レ が 存在 して い る こ とを，作

り手 が 認識 す る こ とで あ る。そ して ，作 り手 が，ズ レ の 解 釈 を

で きる よ うに する こ と で あ る。こ れ ま で ，多 くの 作 り手 が 送 り

手 や 受 け手 との ズ レ を感 覚的 に は 捉 え て い た か も知 れ ない 。し

か し，今 まで 具体 的 に ズ レ を表 現 す る もの が なか っ た とい え る。

本稿 で は，指標 を 構 築 し，こ の 指 標 を 用 い て具 体 的 な対象 を評

価 調 査す る こ とに よ っ て，感 覚 的 に捉 え られ て い た ズ レ を 具 体

化す るこ と が で き た とい え る。

4．ま とめ

　今 後 は，作 り手 が ズ レ を解 釈 し，戦 略立 案 に結 び っ ける こ と

の で きる 方 法 を構築す る必 要 があ る。評価調査 の 結果 が，製品

開発 に 有効 に活 か され る こ と が，最 も重 要 な こ とで あ る。ま ず，

デ ザイ ナ
ー

や技 術者 な ど の 作 り手 を 中心 に，調査 結 果 を題材 と

した ワ
ー

ク シ ョ ッ プ の 実 施 を予 定 して い る．こ れ は，実 践 的 に

も の づ く りを行 う作 り手 が ，ズ レ に つ い て 考 え る こ との で き る

場 を，提 供 す る こ と が，必 要 で あ る と 考 え た た め で あ る。最終

的 に筆 者 ら は，生 活 者 が 真 に 望 ん で い る価 値 ，ま た 潜 在 的 に 欲

し て い る 価値 を提 供 す る た め に ，作 り手 が 手 が か りをつ か む有

用 な ツ
ー

ル と し て，こ の ク オ リテ ィ カ ル テ 評 価 ・診 断 シ ス テ ム

を確 立 す る こ と を 目 的 とし て い る。

　 ズ レ が み られ た 指 標 内 容 の 確認 や どの ユ ーザーグル ープ 問 で

ど うい っ た ズ レ が み ら れ る か の 確 認 を 行 い ，製品 自体に 改良 の

必 要 が あ る の か ，販 売戦 略 な どに 問題 があ る の か を判 断 で きる

実践 的 なデ ザイ ン 評 価 ・診 断 の ツール と し て ，ク オ リテ ィ カ ル

テ を 発 展 さ せ て い くh
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